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【 請 求 項 １ 】
　 左 手 に よ り 関 連 の 操 作 面 （ ７ ） で 操 作 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５
） と 、 右 手 に よ り 関 連 の 操 作 面 （ ８ ） で 操 作 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分
（ ６ ） と を 含 む キ ー ボ ー ド （ １ ） に お い て 、
　 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） の 前 記 操 作 面 （ ７ ） と 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ６ ） の
前 記 操 作 面 （ ８ ） と が そ れ ぞ れ 水 平 面 に 対 し て ６ ０ ～ １ ５ ０ 度 の 範 囲 の 角 度 を な し 、
　 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） に は 、 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） お よ び 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド
部 分 （ ６ ） の 操 作 中 、 ユ ー ザ の 左 手 お よ び 左 前 椀 の 少 な く と も 一 方 を 支 え る た め の 左 側 支
持 手 段 （ １ ３ ａ ， １ ４ ａ ， １ ５ ） と 、 右 手 お よ び 右 前 腕 の 少 な く と も 一 方 を 支 え る た め の
右 側 支 持 手 段 （ １ ３ ｂ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ） と が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 左 側 支 持 手 段 （ １ ３ ａ ， １ ４ ａ ， １ ５ ） が 、 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） の 使 用 中 、 前 記
左 側 支 持 手 段 （ １ ３ ａ ， １ ４ ａ ， １ ５ ） に 支 え ら れ た 前 記 左 手 お よ び 左 前 腕 の 少 な く と も
一 方 を 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） に 対 し て 水 平 方 向 に 変 位 で き る よ う に 配 設 さ れ る と
共 に 、 前 記 右 側 支 持 手 段 （ １ ３ ｂ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ） が 、 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） の 使 用 中 、
前 記 右 側 支 持 手 段 （ １ ３ ｂ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ） に 支 え ら れ た 前 記 右 手 お よ び 右 前 腕 の 少 な く
と も 一 方 を 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ６ ） に 対 し て 水 平 方 向 に 変 位 で き る よ う に 配 設 さ れ
て お り 、
　 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） お よ び 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ６ ） に は 、 前 記 左 側 キ
ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） の 前 記 操 作 面 （ ７ ） お よ び 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ６ ） の 前 記 操 作
面 （ ８ ） と は 反 対 の 側 に 、 確 認 面 （ １ ７ ） が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 確 認 面 （ １ ７ ） 上 で 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 お よ び 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 の 操 作
を 視 覚 的 に 確 認 で き る よ う に 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） お よ び 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部
分 （ ６ ） が 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 、 キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 左 側 支 持 手 段 に は 、 左 手 を 支 え る た め の 左 側 支 持 部 （ １ ３ ａ ） が 設 け ら れ て お り 、
前 記 右 側 支 持 手 段 に は 、 右 手 を 支 え る た め の 右 側 支 持 部 （ １ ３ ｂ ） が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 左 側 支 持 部 （ １ ３ ａ ） お よ び 前 記 右 側 支 持 部 （ １ ３ ｂ ） の そ れ ぞ れ が 水 平 方 向 に 移



動 可 能 で あ る よ う に 前 記 左 側 支 持 手 段 お よ び 前 記 右 側 支 持 手 段 が 配 設 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 左 側 支 持 手 段 に は 、 前 記 左 側 支 持 部 （ １ ３ ａ ） を 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） に 連 結 す る
た め の 接 続 部 （ １ ４ ａ ， １ ５ ） が 設 け ら れ て お り 、 前 記 右 側 支 持 手 段 に は 、 前 記 右 側 支 持
部 （ １ ３ ｂ ） を 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） に 連 結 す る た め の 接 続 部 （ １ ４ ｂ ， １ ５ ） が 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 左 側 支 持 手 段 に 関 連 さ れ る 前 記 接 続 部 （ １ ４ ａ ， １ ５ ） お よ び 前 記 右 側 支 持 手 段 に
関 連 す る 前 記 接 続 部 （ １ ４ ｂ ， １ ５ ） の そ れ ぞ れ が 、 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） に 対 し て 回 転
可 能 に 接 続 さ れ 、 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） 上 を ス ラ イ ド す る よ う に 接 続 さ れ 、 ま た は 、 当 該
キ ー ボ ー ド （ １ ） に 対 し て 伸 縮 式 に 移 動 可 能 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に
記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 左 側 支 持 部 （ １ ３ ａ ） お よ び 前 記 右 側 支 持 部 （ １ ３ ｂ ） の そ れ ぞ れ が 、 関 連 す る 前
記 接 続 部 （ １ ５ ） に よ っ て 、 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） か ら 懸 架 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 左 側 支 持 手 段 （ １ ３ ａ ， １ ５ ） お よ び 前 記 右 側 支 持 手 段 （ １ ３ ｂ ， １ ５ ） が 、 つ り
革 の 形 態 に さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 左 側 支 持 手 段 に は 、 該 左 側 支 持 手 段 に 関 連 す る 前 記 接 続 部 （ １ ４ ａ ， １ ５ ） が 基 準
位 置 か ら 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） に 対 し て 変 位 し た 後 に 、 前 記 接 続 部 （ １ ４ ａ ， １ ５ ） に 対
し て 前 記 変 位 に 対 抗 す る 向 き の ば ね 力 を か け る よ う に 配 設 さ れ た ば ね 手 段 が 設 け ら れ て お
り 、
　 前 記 右 側 支 持 手 段 に は 、 該 右 側 支 持 手 段 に 関 連 す る 前 記 接 続 部 （ １ ４ ｂ ， １ ５ ） が 基 準
位 置 か ら 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） に 対 し て 変 位 し た 後 に 、 前 記 接 続 部 （ １ ４ ｂ ， １ ５ ） に 対
し て 前 記 変 位 に 対 抗 す る 向 き の ば ね 力 を か け る よ う に 配 設 さ れ た ば ね 手 段 が 設 け ら れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ８ 】
　 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） に 対 す る 前 記 左 側 支 持 部 （ １ ３ ａ ） お よ び 前 記 右 側 支 持 部 （ １ ３
ｂ ） の 移 動 量 ま た は 位 置 に 応 じ た 電 気 信 号 を 生 成 す る 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ２ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 操 作 面 （ ７ ， ８ ） が 垂 直 方 向 に 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず
れ か 一 項 に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 操 作 面 （ ７ ， ８ ） が 互 い に 反 対 向 き と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記
載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 操 作 面 （ ７ ， ８ ） の 各 々 の 延 び る 方 向 が 調 節 可 能 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） が 少 な く と も 部 分 的 に 可 撓 性 材 料 か ら 作 ら れ る こ と に よ り 、 当 該
キ ー ボ ー ド （ １ ） が 前 記 操 作 面 （ ７ ， ８ ） の 各 々 の 延 び る 方 向 を 変 化 で き る よ う に 曲 げ る
こ と で き る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） お よ び 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ６ ） が 、 互 い に 対 し て
着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ー ボ
ー ド 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） お よ び 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ６ ） が 、 互 い に 対 し て
回 転 可 能 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ー ボ
ー ド 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） お よ び 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ６ ） が 、 少 な く と も 部
分 的 に 透 明 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） に ミ ラ ー が 設 け ら れ て お り 、 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） の 使 用 中 、 ユ
ー ザ が 前 記 ミ ラ ー を 介 し て 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） の 前 記 操 作 面 （ ７ ） お よ び 前 記
右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ６ ） の 前 記 操 作 面 （ ８ ） を 見 る こ と が で き る よ う に 、 前 記 ミ ラ ー が
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） お よ び 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ６ ） の そ れ ぞ れ に は 押
下 可 能 な キ ー （ ９ ） が 設 け ら れ て お り 、 前 記 キ ー （ ９ ） が 前 記 操 作 面 （ ７ ， ８ ） か ら 前 記
確 認 面 （ １ ７ ） に 延 び て お り 、 前 記 キ ー （ ９ ） に は 、 前 記 確 認 面 （ １ ７ ） の 側 に 、 当 該 キ
ー （ ９ ） の 対 応 す る キ ー 記 号 が 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ ～ １ ６ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ５ ） お よ び 前 記 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 （ ６ ） の 各 々 が 、 円 筒 状
部 分 を 有 す る 形 状 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載
の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 操 作 面 （ ７ ， ８ ） の そ れ ぞ れ が 球 状 の 部 分 を 形 成 す る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 当 該 キ ー ボ ー ド の 使 用 中 に ユ ー ザ に 面 す る こ と と な る 当 該 キ ー ボ ー ド （ １ ） の 部 分 に は
、 前 記 キ ー （ ９ ） の 配 置 を 視 覚 的 に 認 識 す る こ と が で き る 絵 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の キ ー ボ ー ド 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の こ と を 鑑 み て 、 本 発 明 に よ る キ ー ボ ー ド は 、

特 徴 と す る 。
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左 手 に よ り そ の 関 連 の 操 作 面 で 操 作
さ れ る よ う に さ れ た 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 と 、 右 手 に よ り そ の 関 連 の 操 作 面 で 操 作 さ れ る よ
う に さ れ た 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 と を 含 む キ ー ボ ー ド で あ っ て 、 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 の 操 作
面 と 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 の 操 作 面 と が そ れ ぞ れ 水 平 面 に 対 し て ６ ０ ～ １ ５ ０ 度 の 範 囲 の 角
度 を な し 、 当 該 キ ー ボ ー ド に は 、 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 お よ び 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 の 操 作 中
、 ユ ー ザ の 左 手 お よ び 左 前 椀 の 少 な く と も 一 方 を 支 え る た め の 左 側 支 持 手 段 と 、 右 手 お よ
び 右 前 腕 の 少 な く と も 一 方 を 支 え る た め の 右 側 支 持 手 段 と が 設 け ら れ て お り 、 左 側 支 持 手
段 が 、 当 該 キ ー ボ ー ド の 使 用 中 、 左 側 支 持 手 段 に 支 え ら れ た 左 手 お よ び 左 前 腕 の 少 な く と
も 一 方 を 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 に 対 し て 水 平 方 向 に 変 位 で き る よ う に 配 設 さ れ る と 共 に 、 右
側 支 持 手 段 が 、 当 該 キ ー ボ ー ド の 使 用 中 、 右 側 支 持 手 段 に 支 え ら れ た 右 手 お よ び 右 前 腕 の
少 な く と も 一 方 を 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 に 対 し て 水 平 方 向 に 変 位 で き る よ う に 配 設 さ れ て お
り 、 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 お よ び 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 に は 、 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 の 操 作 面 お
よ び 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 の 操 作 面 と は 反 対 の 側 に 、 確 認 面 が 設 け ら れ て お り 、 確 認 面 上 で
左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 お よ び 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 の 操 作 を 視 覚 的 に 確 認 で き る よ う に 左 側 キ
ー ボ ー ド 部 分 お よ び 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 が 構 成 さ れ て い る こ と を



【 誤 訳 訂 正 ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 驚 く べ き こ と に 、 こ の キ ー ボ ー ド を 用 い る と 、 Ｒ Ｓ Ｉ の 発 生 を う ま く 制 御 す る こ と が で
き る こ と が 分 か っ た 。 そ の 結 果 、 キ ー ボ ー ド の ユ ー ザ の 生 産 性 を 、 所 望 の 高 レ ベ ル に 維 持
で き る 。 こ の キ ー ボ ー ド の 操 作 中 、 ユ ー ザ は 、 自 分 の 手 と 対 応 す る 腕 を 、 対 応 す る 前 腕 が
自 然 で 、 好 ま し く は 実 質 的 に 回 転 し な い 位 置 に な る よ う な 姿 勢 に 保 つ こ と が で き る 。 ユ ー
ザ の 前 腕 が こ の よ う に 自 然 で 実 質 的 に 回 転 し な い 位 置 に あ る と 、 前 腕 が 実 質 的 に 回 外 運 動
お よ び 回 内 運 動 し な い た め 、 回 外 運 動 お よ び 回 内 運 動 用 の 筋 肉 の 緊 張 が 実 質 的 に 緩 む 。 さ
ら に 、 ユ ー ザ は 、 両 手 の 親 指 を 互 い か ら 離 し て 、 手 の ひ ら を 僅 か に 上 向 き に 向 け
る よ う な 位 置 に 対 応 す る 前 腕 を 置 い た 姿 勢 で 、 自 分 の 手 と 対 応 す る 腕 を 保 つ こ と が で き る
。 ユ ー ザ は 、 キ ー ボ ー ド の 使 用 中 、 こ の 位 置 に 前 腕 を 維 持 す る こ と が で き 、 こ の と き 、 各
キ ー ボ ー ド 部 分 の 。 キ ー ボ
ー ド の 操 作 中 、 ユ ー ザ の 手 は 、 支 持 手 段 に よ り 支 持 さ れ る 。 そ の 結 果 と し て 、 ユ ー ザ が 、
少 な く と も 自 分 の 手 を 、 キ ー ボ ー ド 部 分 の 操 作 面 上 の 所 望 の 位 置 に 維 持 す る の に 必 要 な 労
力 は 比 較 的 少 な く な る 。 支 持 手 段 に よ り 手 が 支 持 さ れ て い る 間 、 ユ ー ザ は 、 実 質 的 に 水 平
方 向 に 手 を 動 か す こ と が で き 、 例 え ば 、 操 作 さ れ る キ ー に 指 を 移 動 す る こ と が 著 し く 容 易
に な る 。

【 誤 訳 訂 正 ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、

【 誤 訳 訂 正 ５ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ は 、 実 現 が 簡 単 で 低 コ ス ト な 支 持 手 段 の 一 実 施 形 態 で あ る 。 こ れ ら の 支 持 手 段 は 、
そ れ ぞ れ の 手 を 実 質 的 に 水 平 方 向 に 移 動 可 能 に し な が ら 、 適 切 か つ 安 定 し て 手 を 支 持 す る
こ と が で き る 。 支 持 手 段 は 、 例 え ば 、 親 指 の 付 け 根 の 膨 ら み 、 親 指 の 一 部 分 、 手 の 甲 の 一
部 分 、 手 の ひ ら 側 、 例 え ば 、 親 指 か ら 離 れ た 位 置 に あ る 手 の ひ ら 側 、 ま た は 、 こ れ ら や も
し く は 手 の 他 の 部 分 と の 組 み 合 わ せ を 支 持 す る よ う に 配 設 さ れ る こ と が で き る 。 支 持 手 段
は 、 キ ー ボ ー ド に 隣 接 し て 緩 く 配 置 可 能 な も の で あ っ て よ い 。 さ ら に 、 左 側 お よ
び 右 側 支 持 手 段 に 、 そ れ ぞ れ の を キ ー ボ ー ド に 連 結 す る た め
の そ れ ぞ れ の 接 続 部 が 設 け ら れ て よ い 。 各 接 続 部 は 、 例 え ば 、

よ い 。 さ ら に 、 ユ ー ザ が 支 持 部
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対 向 さ せ

操 作 面 は 、 水 平 面 に 対 し て ６ ０ ～ １ ５ ０ 度 の 範 囲 の 角 度 を な す

各 キ ー ボ ー ド 部 分 に は 、 関 連 す る 操 作 面 と は 反 対 側 に 確 認 面 が 設 け ら れ る が 、 こ
れ は 、 各 キ ー ボ ー ド 部 分 の 操 作 面 が ユ ー ザ か ら 別 方 向 に 面 す る 場 合 や 、 操 作 面 が 少 な く と
も ユ ー ザ の 位 置 か ら 直 接 見 え な い と き 、 特 に 有 用 で あ る 。 こ の 場 合 、 ユ ー ザ は 、 確 認 面 上
に 操 作 中 ま た は 操 作 す る 予 定 の キ ー を 見 る こ と が で き る 。

左 側 支 持 手 段 に は 、 左 手 を 支 え る た め の 左 側 支 持 部
が 設 け ら れ 、 右 側 支 持 手 段 に は 、 右 手 を 支 え る た め の 右 側 支 持 部 が 設 け ら れ て お り 、 左 側
支 持 部 お よ び 右 側 支 持 部 の そ れ ぞ れ が 水 平 方 向 に 移 動 可 能 で あ る よ う に 左 側 支 持 手 段 お よ
び 右 側 支 持 手 段 が 構 成 さ れ る 。

支 持 手 段
左 側 支 持 部 お よ び 右 側 支 持 部

接 続 部 の そ れ ぞ れ が 、 キ ー
ボ ー ド に 対 し て 回 転 可 能 に 接 続 さ れ 、 キ ー ボ ー ド 上 を ス ラ イ ド す る よ う に 接 続 さ れ 、 ま た
は 、 キ ー ボ ー ド に 対 し て 伸 縮 式 に 移 動 可 能 に 接 続 さ れ る と



に 特 定 の 制 限 値 を 超 え る 比 較 的 大 き な 圧 力 を か け た と き 、 支 持 部 が 垂 直 方 向 の 釣 合 い 位 置
か ら わ ず か に 下 向 き に 変 位 す る よ う に 、 支 持 手 段 が 設 け ら れ て も よ い 。 そ の 結 果 、 ユ ー ザ
は 、 例 え ば 、 頻 繁 に 使 用 し な い こ と か ら 、 下 部 に 位 置 し 、 支 持 部 の 垂 直 方 向 の 釣 合 い 位 置
か ら 届 か な い キ ー に 達 す る こ と が で き る 。
【 誤 訳 訂 正 ６ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 態 様 に よ れ ば 、

【 誤 訳 訂 正 ７ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ は 、 比 較 的 簡 単 な 手 段 、 例 え ば 、

を 用 い て 行 う こ と が で き る 。 懸 架 さ れ た 支 持 部 に よ り 、 手 が 良 好 に 支 え ら れ る 。 さ
ら に 、

の 形 を し た 支 持 手 段 は 、 手 、 さ ら に は 前 腕 が 適 切
に フ ィ ッ ト す る こ と が で き る た め 、 自 然 で 人 間 工 学 的 な 支 持 体 を 与 え る こ と が で き る と い
う さ ら な る 利 点 を 備 え る 。
【 誤 訳 訂 正 ８ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、

【 誤 訳 訂 正 ９ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 例 え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ を 少 な
く と も 部 分 的 に 制 御 す る た め に 信 号 を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ れ を 達 成 す る た め に 、 本
発 明 に よ り 、 コ ン ピ ュ ー タ と キ ー ボ ー ド キ ー ボ ー ド は 、 電 気 信 号 を コ ン
ピ ュ ー タ に 送 信 す る よ う に 配 設 さ れ 、 コ ン ピ ュ ー タ は 、 電 気 信 号 の 影 響 下 で 少 な く と も 部
分 的 に 制 御 さ れ る よ う に 配 設 さ れ る こ と で 、 特 に 、 電 気 信 号 の 影 響 下 で 、 コ ン ピ ュ ー タ に
よ り デ ィ ス プ レ イ 上 に 生 成 さ れ た カ ー ソ ル ポ イ ン タ 位
置 を 制 御 で き る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ０ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
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左 側 支 持 部 お よ び 右 側 支 持 部 の そ れ ぞ れ が 、 関 連 す る
接 続 部 に よ っ て 、 キ ー ボ ー ド か ら 懸 架 さ れ る 。

つ り 革 の 形 態 に さ れ た 左 側 支 持 手 段 お よ び 右 側 支
持 手 段

こ の 方 法 で は 、 接 続 部 と 支 持 部 の 摩 耗 は 、 使 用 中 、 比 較 的 限 ら れ る 。 し た が っ て 、
支 持 手 段 は 非 常 に 耐 久 性 が あ る 。 つ り 革

キ ー ボ ー ド に 、 キ ー ボ ー ド に 対 す る 左 側 支 持 部 お よ び 右 側 支
持 部 の 移 動 量 ま た は 位 置 に 応 じ た 電 気 信 号 を 生 成 す る 手 段 が 設 け ら れ る 。

電 気 信 号 は 種 々 の 方 法 で 好 適 に 使 用 さ れ る こ と が で き る 。

と を 組 み 合 わ せ 、

お よ び の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の



【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 態 様 に よ れ ば 、 上 述 し た
【 誤 訳 訂 正 １ １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ の 結 果 と し て 、 ユ ー ザ は 、 非 常 に 好 適 な 位 置 に 自 分 の 手 を 維 持 す る こ と が で き 、 手 は
、 同 様 に 、 実 質 的 に 方 向 に 。

こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ユ ー ザ は 、 キ ー ボ ー ド の 使 用 中 、 自 分 の 腕 と 手 を 非 常 に 自 然
な 位 置 に 置 く こ と が で き 、 ユ ー ザ の 両 方 の 手 の ひ ら は 、 あ る 程 度 、 互 い に 面 し て い る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 キ ー ボ ー ド は 、

【 誤 訳 訂 正 １ ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 方 向 を 、 例 え ば 、 個 々 の ユ ー ザ の

調 節 す る こ と が で き る 。 こ れ を 達 成 す る た め に 、 例 え ば 、 各
は 、 放 射 線 状 、 円 筒 状 、 球 状 、 ま た は 異 な る 湾 曲 形 状 、 平 坦 な 形 態 、 ま た は こ れ ら ま た

は 他 の 適 切 な 形 状 の 組 み 合 わ せ に 曲 げ ら れ て よ く 、 ま た は す で に 曲 げ ら れ た も の で あ っ て
よ い 。 そ の 結 果 と し て 、 さ ら に 、 異 な る ユ ー ザ が 、 キ ー ボ ー ド を 使 用 す る こ と が で き 、 各
ユ ー ザ は 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に お い て 、 自 分 に ほ ぼ 合 っ た 方 向 に を 設 定 す る こ と に よ
り 、 Ｒ Ｓ Ｉ を 防 止 ま た は 軽 減 す る 。 キ ー ボ ー ド は 、 少 な く と も 部 分 的 に 可 撓 性 材 料 か ら 作
ら れ る こ と が 好 ま し い た め 、 キ ー ボ ー ド は 、 の 各 々 が 向 を 変 化 さ せ る よ う に
曲 げ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 を 、 簡 単 に に 向 け る こ と が で き る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 訂 正 方 法 】 削 除
【 訂 正 の 内 容 】
【 誤 訳 訂 正 １ ５ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 例 え ば 、 、

さ ら に 、
各 キ ー ボ ー ド 部 分 に 、 押 下 可 能 な キ ー を 設 け る こ と が で き 、 こ
の キ ー の 対 応 す る キ ー 記 号 が 付 け る と よ い 。 ま た 、 キ ー ボ ー ド に 、 ユ ー ザ

(6) JP 2004-536403 A5 2006.11.9

操 作 面 は 垂 直 方 向 に 延 び る 。

垂 直 延 ば す こ と が で き る 操 作 面 は 、 互 い に 反 対 の 方 向 に 向 け
る

各 操 作 面 が 延 び る 方 向 を 調 節 で き る よ う に 構
成 し て も よ い 。

各 操 作 面 が 延 び る 姿 勢 や 、 個 々 の ユ
ー ザ の 希 望 な ど に 従 っ て 操 作
面

操 作 面

操 作 面 延 び る
操 作 面 所 望 の 方 向

キ ー ボ ー ド は 、 透 明 と す る こ と が で き 透 明 な 材 料 を 含 ん で い る も の 、 お よ び
透 光 性 の 凹 部 が 設 け ら れ て い る も の の 少 な く と も い ず れ か 一 方 で あ っ て も よ い 。

操 作 面 か ら 確 認 面 に 延 び る
確 認 面 の 側 に 、



に 面 し て 、 キ ー の こ と が で き る が 設 け ら れ て も よ い 。 こ の 目 的
の た め に 、 例 え ば 、 に 設 け ら れ た 読 取 り 可 能 な 電 子 装 置 、 Ｌ Ｅ Ｄ 、 多 数 の Ｌ Ｃ Ｄ ス
ク リ ー ン な ど の よ う に 、 キ ー ボ ー ド の 操 作 を 視 覚 化 す る 他 の 手 段 を 使 用 す る こ と も で き る
。 さ ら に 、 操 作 を 視 覚 化 す る た め に 、 デ ィ ス プ レ イ 上 に キ ー ボ ー ド の 操 作 面 を 視 覚 化 す る
カ メ ラ を 設 け る こ と が で き る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ６ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 態 様 に よ れ ば 、 ユ ー ザ が 、 ミ ラ ー を 介 し て キ ー ボ ー ド 部 分 の 操 作
見 る こ と が で き る よ う に 、 キ ー ボ ー ド に ミ ラ ー が 配 置 さ れ る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ７ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ ら の ミ ラ ー を 用 い て 単 純 に 達 成 さ れ る 利 点 は 、 ユ ー ザ が 、 キ ー ボ ー ド の を 見
る こ と が で き る こ と で あ り 、 こ れ は 、 操 作 場 合 、
ユ ー ザ の 位 置 か ら キ ー ボ ー ド の 操 作 面 を 確 認 で き る よ う に な る た め 、 特 に 有 用 で あ る 。 ミ
ラ ー は 、 例 え ば 、 キ ー ボ ー ド に 固 定 し て 、 ま た は 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て よ く 、 ま た は 、 キ
ー ボ ー ド に 接 続 さ れ な く て も よ い 。
【 誤 訳 訂 正 １ ８ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る キ ー ボ ー ド １ の 第 １ の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 略 図 的 な 斜 視 図 を 示 す
。 キ ー ボ ー ド １ は 、 デ ィ ス プ レ イ ３ と ユ ー ザ ４ と の 間 の テ ー ブ ル ２ 上 に 配 置 さ れ る 。 キ ー
ボ ー ド １ に は 、 左 側 キ ー ボ ー ド 部 分 ５ と 、 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 ６ が 設 け ら れ る 。 各 キ ー ボ
ー ド 部 分 ５ お よ び ６ の そ れ ぞ れ の ７ お よ び ８ 上 に 、 ユ ー ザ ４ が 左 手 と 右 手 を そ れ ぞ
れ 使 っ て 操 作 可 能 な キ ー ９ が 置 か れ る 。 各 キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ は 、

で あ り 、 人 間 工 学 的 に 考 慮 さ れ た 実 施 形 態 で あ る 。 各 キ ー ボ ー ド 部 分 ５
、 ６ の 円 筒 状 部 分 形 状 に は 、 こ の よ う な キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ の 製 造 に 要 求 さ れ る 材 料
の 量 が 比 較 的 制 限 さ れ る と い う さ ら な る 利 点 が あ る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ９ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 に 示 す よ う に 、 キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ の 操 作 面 ７ 、 ８ は 、

。 そ の 結 果 、
ユ ー ザ ４ は 、 自 分 の 手 と 、 対 応 す る 腕 、 肩 、 お よ び 首 と を 、 対 応 す る 前 腕 が 自 然 で 実 質 的
に 回 転 し な い 位 置 に な る よ う な 姿 勢 に 保 つ こ と が で き る 。 さ ら に 、 キ ー ボ ー ド １ に は 、 左
側 支 持 手 段 １ ３ ａ 、 １ ４ ａ お よ び 右 側 支 持 手 段 １ ３ ｂ 、 １ ４ ｂ が 設 け ら れ 、 こ れ ら は 、 そ
れ ぞ れ の キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ の 操 作 中 に 、 左 手 と 右 手 を そ れ ぞ れ 支 持 す る た め の も の で
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配 置 を 視 覚 的 に 認 識 す る 絵
確 認 面

面 を

操 作 面
面 が ユ ー ザ か ら 離 れ る 方 向 に 向 い て い る

操 作 面
実 質 的 に 円 筒 状 部 分

の 形 状 を し た も の
の

図 １ 水 平 面 に 対 し て ６ ０ ～ １
５ ０ 度 の 範 囲 の 角 度 を な す よ う に さ れ 、 具 体 的 に は 、 垂 直 方 向 に 延 び て い る



あ る 。 支 持 手 段 に 、 接 続 部 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ を そ れ ぞ れ 介 し て キ ー ボ ー ド １ の キ ー ボ ー ド 部
分 ５ 、 ６ に 手 支 持 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ が 連 結 さ れ る よ う に 設 け ら れ る こ と で 、 各 支 持 部 １ ３
は 、 移 動 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 支 持 手 段 に よ り 、 こ れ に よ り 支 持
さ れ た 手 を 、 そ れ ぞ れ の キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ に 対 し て 水 平 方 向 に 変 位 さ せ る こ と が で き
る 。 少 な く と も 右 手 に し か 描 い て い な い が 、 こ の 変 位 を 、 矢 印 Ｈ に よ り 略 図 的 に 表 す 。 こ
の よ う に 変 位 で き る よ う に 、 各 接 続 部 方 法 で 、 例 え ば 、

キ ー ボ ー ド に 接 続 で き る 。 各 支 持 部 １ ３ は 、 人
間 工 学 的 に 考 慮 さ れ た デ ザ イ ン か ら 作 る こ と が で き 、 少 な く と も 、 支 持 さ れ る 手 の 部 位 に
な じ ん だ 形 状 の も の と す る の が よ い 。
【 誤 訳 訂 正 ２ ０ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ユ ー ザ ４ は 、 基 本 的 に 、 キ ー ボ ー ド の

７ 、 ８ を 自 分 の 位 置 か ら 見 る こ と は で き な い 。 し た が っ て 、 各 キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、
６ に は 、 関 連 す る ７ 、 ８ と は １ ７ が 設 け ら れ 、 １ ７ 上 で
、 キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ の 操 作 を 視 覚 的 に 確 認 で き る 。 こ れ に よ っ て 、 キ ー ボ ー ド １ の 操
作 が 単 純 化 さ れ る 。 そ れ は 、 こ の よ う に す る こ と で 、 ユ ー ザ ４ が 、 キ ー ボ ー ド １ を 正 確 に
操 作 し て い る か 、 所 望 の キ ー ９ を 少 な く と も 操 作 し よ う と し て い る か 、

こ と が で き る 。 こ れ を 達 成 す
る た め に 、 キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ は 、 例 え ば 、 単 純 に 示 す た め に 図 示 し て い な い が 、

作 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ユ ー ザ ４ に 面 し た キ ー ボ ー ド １ の 側 に 、
設 け る こ と が で き る 。

【 誤 訳 訂 正 ２ １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ は 、 左 側 お よ び 右 側 キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ が 一 部 品 で あ る キ ー ボ ー ド の 第 ２ の 例 示
的 な 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 支 持 手 段 は 、

支 持 手 段 に は 、 ス ト ラ ッ プ １ ５ に よ り そ れ ぞ れ の キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ の 懸 架 点
１ ６ か ら 懸 架 さ れ た 支 持 部 １ ３ が 設 け ら れ る 。 支 持 手 段 の こ の よ う な 単 純 な 実 施 形 態 に よ
っ て 、 同 様 に 、 ユ ー ザ ４ は 、 自 分 の 手 を 実 質 的 に 水 平 な 方 向 に 、 少 な く と も 所 定 の 距 離 に
わ た っ て 、 キ ー ９ ま で 移 動 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 誤 訳 訂 正 ２ ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ は 、 異 な る 方 法 で 、 例 え ば 、 互 い に
隣 り 合 わ せ て 、 互 い に 反 対 に 、 ま た は 互 い に 対 し て 特 定 の 角 度 で 、 互 い に 対 し て 配 置 す る
こ と が で き る 。 キ ー ボ ー ド 部 分 ５ 、 ６ は

。
場 合 、 キ ー ボ ー ド 部 分 は 、 あ る 相 対 距 離 に 、 例 え ば

、 ユ ー ザ ４ が 、 そ れ ぞ れ の 操 作 面 ７ 、 ８ に 対 し て 所 望 の 自 然 な 位 置 に 自 分 の 腕 お よ び 手 を
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水 平 方 向 に

１ ４ ａ ， １ ４ ｂ は 、 色 々 な キ ー ボ
ー ド １ 上 の あ る 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 に 、 ま た は キ ー ボ ー ド １ に 対 し て ス ラ イ ド す る よ
う に 、 さ ら に ま た 、 伸 縮 式 に 移 動 可 能 に 、

自 分 か ら 離 れ る 方 向 に 向 い た
操 作 面

操 作 面 反 対 に 向 い た 確 認 面 確 認 面

お よ び 操 作 し て い
る か 、 の 少 な く と も い ず れ か を 視 覚 的 に 認 識 す る か ら で あ る

部 分
的 に 透 明 に キ ー フ ァ
ン ク シ ョ ン の 絵 で あ っ て 、 キ ー の 配 置 に 関 連 付 け ら れ た 絵 を

つ り 革 の 形 に さ れ て い る 。 す
な わ ち 、

上 述 し た 例 示 的 な 実 施 形 態 と

、 互 い に 固 定 し た り 、 互 い に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ
た り す る こ と が で き 、 或 い は 、 互 い に 接 続 さ れ て い な い も の と す る こ と も で き る キ ー ボ
ー ド 部 分 ５ 、 ６ が 互 い に 接 続 さ れ な い



保 つ こ と が で き る よ う な 距 離 に 配 置 さ れ る と よ い 。 さ ら に 、 左 側 お よ び 右 側 キ ー ボ ー ド 部
分 は 、 例 え ば 、 互 い に 可 能 に 接 続 さ れ て よ い こ と か ら 、 キ ー ボ ー
ド 部 分 を 所 望 の 相 対 位 置 に 簡 単 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 誤 訳 訂 正 ２ ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ユ ー ザ ４ の 所 望 の 姿 勢 に 応 じ て 、 ７ 、 ８ は 色 々 な 方 向 に 向 け る こ と が で き 、 例 え
ば 、 実 質 的 に 垂 直 な 方 向 に 、 ま た は 、 こ れ ら の ７ 、 ８ を 部 分 的 に 上 向 き ま た は 部 分
的 に 下 向 き に 向 け た 方 向 に 後 者 の 場 合 、 ユ ー ザ ４ は 、 自 分 の 手 の ひ
ら を 部 分 的 に 上 向 き に 向 け な が ら 、 キ ー ボ ー ド １ を 操 作 で き 、 ユ ー ザ ４ の 中 に は 、 こ の 姿
勢 が 、 Ｒ Ｓ Ｉ の 発 生 を 防 止 ま た は 軽 減 す る た め に 非 常 に 好 ま し い 姿 勢 と な る も の も い る 。
【 誤 訳 訂 正 ２ ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 支 持 手 段 は 、 手 の 他 に も 、 手 首 、 前 腕 、 そ れ ら の

を 支 え る よ う に 配 設 さ れ て よ く 、 そ れ に よ っ て 、 Ｒ Ｓ Ｉ 現 象 の 発 生 が さ ら に 抑 え
ら れ る こ と が あ る 。
【 誤 訳 訂 正 ２ ５ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 支 持 手 段 の 各 々 に は 、 接 続 部 が 位 置 か ら キ ー ボ ー ド に 対 し て 変 位 し た 後 、
そ れ ぞ れ の 接 続 部 に ば ね 力 を か け る よ う に 配 設 さ れ た ば ね 手 段 が 設 け ら れ て よ く 、 こ の ば
ね 力 は 、 こ の 変 位 に 対 抗 す る 方 向 の も の で あ る 。 し た が っ て 、 支 持 手 段 と 、 そ れ に よ り 支
持 さ れ る 手 は 、 位 置 に で き る 。
【 誤 訳 訂 正 ２ ６ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 支 持 手 段 の 接 続 部 １ ４ に 湾 曲 部 を 設 け る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 各 接 続 部
は 、 位 置 に 自 動 的 に で き る 。 こ の 湾 曲 部 は 、 例 え ば 、 放 物 線 状 の 湾 曲 部 で
あ り 得 る 。
【 誤 訳 訂 正 ２ ７ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 支 持 手 段 の 各 支 持 部 １ ３ は 、 例 え ば 、 グ ロ ー ブ ま た は そ の 一 部
の 形 で デ ザ イ ン す る こ と が で き る 。
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あ る 軸 を 中 心 と し て 回 転

操 作 面
操 作 面

延 ば す こ と が で き る 。

お よ び 部 分 の 少 な く と も い ず
れ か 一 方

基 準

基 準 戻 る こ と が

基 準 戻 る こ と が

色 々 な 方 法 で 、



【 誤 訳 訂 正 ２ ８ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 キ ー ９ は 、 例 え ば 、 機 械 的 に 押 さ れ る キ ー タ ッ チ コ ン ト ロ ー ル キ
ー す る こ と が で き る 。
【 誤 訳 訂 正 ２ ９ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】

(10) JP 2004-536403 A5 2006.11.9

色 々 な 方 法 で 、 お よ び
の 少 な く と も い ず れ か 一 方 と



【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 誤 訳 訂 正 ３ ０ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】

(11) JP 2004-536403 A5 2006.11.9



【 図 ２ 】
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